
背景・趣旨

●民間の能力を活用した国管理空港等の運営等に関する法律案

民間の能力を活用した空港の運営等を推進するため、国土交通大臣がその基本方針を定
めることとするとともに、国土交通大臣が管理する空港等について公共施設等運営権を設
定して運営等が行われる場合における関係法律の特例を設ける等の所要の措置を講ずる。

背景・趣旨

全国２７空港の着陸料収入をプー
ル管理している
（空港ごとの経営効率化が図られない）

滑走路等（国）と空港ビル等（民間） の
運営主体が分離している
（一体的・機動的な経営が行えない）

現在の国管理空港

個別空港ごとの経営

→［より地域と向き合った空港運営］ →［機動的な空港運営］
（例：一体的な経営による効率化を通じて着陸料

民間の能力を活用した空港ビルも含め
た一体的な経営

目指す姿

就航路線・便数の拡大、利用者数の増大、宿泊・物販等の拡大等を通じた
地域経済の活性化 雇用の拡大

を引き下げ、エアラインを積極的に誘致）

地域活性化の核となる真に魅力ある空港の実現

オープンスカイの推進 LCC等の新規参入促進

○

具体的な取組み

地域経済の活性化、雇用の拡大

航空ネットワークの拡大による利用者利便の向上

空港経営の効率化を図るとともに、収益力・集客力を向上

我が国航空産業の活性化

○

○

○

法案の概要

ＰＦＩ法の公共施設等運営権制度（公共施設の運営を民間事業者に委ねることを可能
とする制度※）を活用し、国管理空港の運営の民間委託を推進する。
※同制度では国等の公的主体が施設所有権を留保することが前提。

国土交通大臣は 民間の能力を活用した国管理空港等の運営等に関する基本方針

○

○ 国土交通大臣は、民間の能力を活用した国管理空港等の運営等に関する基本方針
を策定するものとする。
ＰＦＩ法の公共施設等運営権制度を活用した国管理空港の運営等の民間委託を可能
とするため、PFI法、航空法、空港法等の関係法律の特例措置を定める。
地方管理空港についても、設置管理者である地方公共団体の判断により、同様に運
営等の民間委託を可能とするため、PFI法、航空法、空港法の特例措置を定める。

○

○

○

今後のスケジュール（想定）
平成２４年度：民間事業者、地方自治体等の幅広い関係者から、国管理空港の運営の民間委託に関

する具体的な提案を募集（マーケット・サウンディング）
平成２５年度：個別空港ごとの運営の民間委託手法の具体的検討
平成２６年度：国管理空港の運営の民間委託を開始
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空港会社管理 国管理 地方自治体管理

空港経営改革の対象空港（国管理２７空港）

拠点空港（２８）
（国や空港会社が設置する拠
点空港）

成田、関空、中部

羽田、（伊丹）、新千歳、稚内、釧路、
函館、仙台、新潟、広島、高松、松山、
高知、福岡、北九州、長崎、熊本、大分、

旭川、帯広、秋田、山形、山口宇部

（計３空港） 計 空港点空港）
高知、福岡、北九州、長崎、熊本、大分、
宮崎、鹿児島、那覇

中標津、紋別、女満別、青森、大館能代、
花巻 庄内 福島 静岡 富山 能登 福井

（計３空港）
（計２０空港） （計５空港）

花巻、庄内、福島、静岡、富山、能登、福井、
松本、神戸、南紀白浜、鳥取、出雲、石見、
岡山、佐賀

＜離島空港＞地方管理空港（５４）

（計２０空港）

＜離島空港＞
利尻、礼文、奥尻、大島、新島、神津島、
三宅島、八丈島、佐渡、隠岐、対馬、
小値賀、福江、上五島、壱岐、種子島、
屋久島、奄美、喜界、徳之島、沖永良部、
与論 粟国 久米島 慶良間 南大東

（地方自治体が設置する重要
な空港）

与論、粟国、久米島、慶良間、南大東、
北大東、伊江島、宮古、下地島、多良間、
石垣、波照間、与那国 （計３４空港）

その他の空港（１６）
（自衛隊等との共用空港、コ
ミューター空港等）

札幌、千歳、百里、小松、美保、徳島、三
沢、八尾

調布、名古屋、但馬、広島西、岡南、
大分県央、枕崎、天草（計８空港） （計８空港）

合計　（９８） ３ ２８ ６７

※ 伊丹空港については関西国際空港との経営統合が行われるため、本改革の対象からは除いている。
※ 地方管理空港等についても、公共施設等運営権の活用が可能となるよう法制上措置。



仙台空港の利用者数推移

○国内線

H23.4.13 民航機の就航再開
（昼間時間帯のみ 6往復/日）

H23.4.29 民航機の夜間就航再開（9往復/日）H23.4.29 民航機の夜間就航再開（9往復/日）

H23.6.1 民航機の増便（14往復/日）

H23.7.25 定期便の就航再開
（41往復/日 震災前の水準に回復）

単位：万人
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

H22年度※ 19 22 22 22 25 26 23 22 18 16 17 23 253
H23年度 3 5 7 10 18 19 21 21 19 15 18 21 178

○国際線

H23 6 23 国際チャーター便の受け入れ再開

H23年度 3 5 7 10 18 19 21 21 19 15 18 21 178
対前年度比 16% 25% 34% 46% 72% 76% 94% 96% 106% 96% 103% 91% 70%
※H22年度3月（H23年3月）は東日本大震災の影響が大きいため、H21年度3月（H22年3月）のデータと比較

H23.6.23 国際チャーター便の受け入れ再開

H23.7.25 国際臨時便の就航再開

H23.9.25 国際定期便の就航再開

H24 3 25 仙台 上海/北京線再開（2往復/週）H24.3.25 仙台－上海/北京線再開（2往復/週）

H24.3.27 仙台－大連/北京線再開（2往復/週）

H24.5.21 仙台－ソウル線増便（3往復/週→7往復/週）

単位：千人
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

H22年度※ 19 20 19 25 29 23 27 22 20 23 25 23 275
H23年度 0 0 0 2 0 3 6 11 11 11 13 13 69
対前年度比 0% 0% 2% 7% 1% 13% 23% 49% 52% 48% 50% 56% 25%
※H22年度3月（H23年3月）は東日本大震災の影響が大きいため、H21年度3月（H22年3月）のデータと比較

（今後の予定）

H24.7.30 仙台－長春線再開予定（2往復/週）


